
青柳あつし
あわら市議会議員

あわら市をより豊かに！

～市民の皆さまへ～ 
　いつも温かいご支援とご
協力をいただき、心より感
謝申し上げます。
このたび、これまでの 4年

間の活動の振り返りを、市政報告とし
てまとめさせていただきました。
　私は、議会ごとに毎回、市政報告を
発行してまいりました。
　これは、議員としての役割、すなわ
ち、皆さまの声を市政に反映させると
いう使命を果たすためです。皆さまが
日々の生活の中で感じておられること
を、少しでもまちづくりに活かしてい
きたい。その思いで続けてきました。
　「何かありますか？」と聞くだけで
は、本音や本当の課題は見えてきませ
ん。だからこそ、私のほうから情報を
発信し続けることが必要だと考えまし
た。
　ありがたいことに、少しずつ市政報
告を手に取ってくださる方が増え、私・

青柳あつしの活動を知っていただける
機会も広がってきました。そして、多
くのご意見やご感想が届くようにもな
りました。これは本当に、皆さまのお
かげです。
　私は常にこう考えています。
「議会だけでなく、地域こそが本当の
情報源」
だからこそ、“ 歩いて、聞いて、形に
する ” という姿勢を大切にしてきまし
た。
「お店が少なくなって不便」「人口が
減って将来が不安」――そんな声も数
多く届いています。こうした市民の皆
さまの声を原点に、地域の課題に向き
合い、一つひとつ形にしていく決意を
新たにしております。
　これからも、皆さまとともに、より
良いまちづくり、より良いあわら市を
目指して取り組んでまいります。
　引き続きのあたたかいご支援とご協
力を、心よりお願い申し上げます。

市政報告 Vol.016　



市政報告とともに振り返る４年間
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議会で、地域の声を届けてきました！
 ― 地域経済・教育・福祉・防災・行政改革。分野ごとに提案を重ねて。

青柳あつし
2021 年 10 月 30 日　

市政報告 Vol.001　

ご 挨 拶

　６月のあわら市
議会選挙では、皆

様のお力添えによ
り初当選を果たす

ことができました
。

いただいたご期
待の重みに、身を

引き締めて議員
としての職務を

果たして参りま
す。7月 1日よ

り任期が始まり、
地域、議会共に様

々な活動をスター
トさせて頂いてお

ります。産業建設
教育常

任委員会をはじめ
とし 5つの委員

会に所属し、総合
交通まちづくり調

査特別委員会では
副委員長

を拝命しました
。また、坂井地

区広域連合議会
では、介護保険

運営協

議会委員を委嘱さ
れました。

　市政報告Vol.1
では、日々の活動

と共に、初の議会
となった第109

回

定例会における一
般質問の内容及び

、委員会の質疑な
どを紹介いたしま

す。みなさまの市
政に対する関心が

高まり、より住み
やすいまちづくり

ができるよう全力
で取り組んでまい

ります。

ホームページをリ
ニューアルしまし

た。

更新をサボりが
ちでしたので、

これを機に更新
頻度を

上げていきたい
と思います。

ホームページ、自
分で作っています

。

あわら市議会議員あわら市をより豊かに！

ホームページ リニューアル

https://a-aoyagi.com/
青柳 篤始

青柳あつし
2022 年 1月 1日

　

市政報告 Vol.002　

あわら市議会議員あわら市をより豊
かに！

　皆様におかれま
しては、健やかに

新年をお迎えのこ
ととお慶び申し上

げます。

　昨年 6月の選
挙では、格別の

ご理解とご支援
を賜り、当選さ

せていただきま
し

たこと厚く感謝申
し上げます。

　私にとっての
令和 3年は、多

くのことを学び
、人と人の結び

つき「人生は掛
け

算である」そのこ
とを強く実感する

あっという間の１
年でした。これも

ひとえに、

皆様からのご支援
があったからこそ

です。

　今後も引き続
き「生活の下支

え」として基本
に立ち返り、

地道に、ひとつず
つ、取り組んで参

りたいと存じます
。

　本年もご指導の
ほどよろしくお願

い申し上げます。

　あわら市商工
会と共同で、お

店の店内写真を

GoogleMap に掲
載する企画を立ち

上げました。

　360 度見渡せる
写真を掲載するこ

とで、新しいお

客様の獲得や、共
同で発信すること

により、多くの

方にあわら市を身
近に感じていただ

き、あわら市に

足を向けていただ
くための取り組み

です。

　現在、飲食店や
小売店、旅館を中

心に進めており、

来春以降は各地の
名所や史跡等に展

開する予定です。

　12月15日現在
、あわらポスト掲

載中の写真は490

枚掲載、合計表示
回数は9万回以上

になっています。

　撮影料は無料で
、お問い合わせ

は商工会までお

願いいたします。

インドアビュー開
始（GoogleMap

ストリートビュー）

あわら市役所内 庁舎内を自由に散策できます

商工会だよりより

2022 年 4月 10 日

市政報告 Vol.003　
青柳あつし
あわら市議会議員
あわら市をより豊

かに！

　春光うららかな
季節を迎え、皆さ

まいかがお過ごし
でしょうか。春と

いえば変化

の季節。入園・入
学や入社、引っ越

しなどで新たな生
活が始まる方も多

いこの時期

ですが、変化が大
きいほど期待や不

安は高まるもので
す。そのような中

、それぞれ

の場所で皆さまが
ご活躍されること

を心からお祈りい
たします。私も娘

が大学進学

で県外での生活を
スタートさせまし

た。少し淋しいよ
うな気もしますが

、たくまし

く成長して欲しい
と願っています。

　さて、3月定例
会で新年度予算が

可決されました。
今回の新年度予算

は市長交代

による骨格予算と
なり、行政の仕事

が滞りなく進むた
めの最小限の収支

のみを計上

する予算です。森
新市長の公約など

を反映した予算は
、6月定例会に上

程される補

正予算で具体的に
示されます。その

内容は6月号にて
お知らせしたいと

思います。

　東京ビックサイ
トで行われた、ギ

フ

ト&ダイニングシ
ョーであわら市の

商

品をＰＲしてきま
した。

　ＰＲの傍ら、合
間をぬって企業訪

問を積極的に行
ってきました。関

わ

りのある企業が中
心だったのですが

、

企業誘致の話や、
サテライトオフィス

、

芦原温泉を利用し
たワーケーション

な

どの話を中心に刺
激の多い時間を過

ごせました。今回
は感染対策が優

先

となり、深い話ま
ではできませんで

し

たが、あわら市を
知ってもらう機会

と

いう点では価値が
あったと思います

。

今後もいろいろな
機会を通じてあわ

ら

市をＰＲしていき
たいと思います。

東京であわら
市をＰＲ

ご 挨 拶

2022 年 7月 10 日

　夏本番を迎え、
皆さまいかがお過

ごしでしょうか。
今年は過去最も早

い梅雨明けと

なりました。暑い
日がまだまだ続き

ますが、熱中症に
はくれぐれもご注

意ください。

　さて、６月定例
会では給食費を半

額にする議案など
が可決されました

。９月からは、

材料や光熱費の高
騰による給食費の

値上げ（300円）
を行った上で、半

額になります。

あわら市をより子
育てがしやすい環

境に！財源の確保
などの現実的な問

題も視野に入れ

ながら、実現に向
けて力強く歩んで

いきたいです。こ
れは私も強く実現

したいことです。

しかし、財源をど
う確保していくの

かは常にテーマと
して残ります。

　また、今回の一般
質問では「全体最適

化」を題材に、デジ
タルを活用した「ス

マートシティ」

あわら市の未来に
ついて質問しました

。子育て世代が考
える全体最適化と

は何なのか！より

3世代が揃ってより
生活しやすいあわ

ら市に向けて、今後
も全力で取り組んで

まいります。

　あわら市の未来
をより良くするた

めのヒントを得る
ために、

多くの企業訪問を
行っています。デ

ジタルをキーワー
ドに、ス

マート農業、デジ
タルヘルス、通信

、データなどの I
T テック系

企業を中心に訪問
し、先端技術を体

感し、

勉強させていただ
きました。先端技

術は、

異なる分野と分野
をつなぎ、新しい

世界

を開拓するツール
です。そして、同

じ目

標を持つ人と未来
を共有することで

、役

割や地位に関係な
く本音で語り合う

こと

ができ、次の挑戦
へと繋がります。

見た

ことのない景色を
見たい。人生、学

び続

けることがなによ
り大切ですね。自

分に

とっていい機会を
逃さないように日

々頑

張ります。

ご 挨 拶

青柳あつし
市政報告 Vol.004　

あわら市議会議員
あわら市をより豊

かに！

最先端企業への訪
問

2022 年 11 月 1日

　来年3月に芦原
温泉駅にオープン

予定の

駅前施設「アフレ
ア」に関して、産

業建設

教育常任委員会の
中で運営の目標と

方法に

ついて提案いたし
ました。

　駅前施設アフレ
アは、駅に行った

ら必ず

イベントをやってい
るというイメージを

定着

させ、市民の皆様
にもより多く利用し

ていた

だきたいと考えてい
ます。そのために

目標を

「駅周辺の経済効
果の拡大」とし、

利用促

進のために柔軟な
料金体系（ダイナ

ミック

プライシング制度）
の導入を提案しま

した。

　芦原温泉駅は、
新幹線開業直後は

一時

的に賑わうものの
、その先は住民で

賑わ

いを創っていかな
ければなりません

。住民

が集える場所とし
ての駅前施設アフ

レアに

ご期待ください。

ＪＲ芦原温泉駅西
口賑わい施設

「アフレア」に

青柳あつし
市政報告 Vol.005　

あわら市議会議員
あわら市をより豊

かに！

　外はすっかりと
冷え込み、七五三

の晴れ着姿を見か
ける時期となりま

した。皆さ

まいかがお過ごし
でしょうか。

　さて、9月定例
会では生活支援の

ための年末プレミ
アム商品券の発行

などが可決

され、令和 3年
度の決算審査も

行われました。
また一般質問で

は、教育と経済
に

関する内容につい
ての質問を行いま

した。私の一般質
問で教育と経済に

関するテー

マが多くなる理由
は、未来を担う子

ども達により良い
環境を提供するこ

と、そして

親世代がこの街で
暮らし続けるため

に、この街を豊か
にすることがなに

より重要だ

と考えているため
です。

　今後とも、親子
三世代がより安心

して暮らせる街を
目指してまい進て

いく所存で

す。皆さまのさら
なるご支援を、ど

うぞよろしくお願
い申し上げます。

ご 挨 拶

ひ
と
こ
と

　新幹線の開業を控え、あわら市、商工会事業者、そして旅館組合が一丸となり、東京・渋谷であわら市のＰＲ活動を行いました。これは、新幹線の開業が決定して以来、初めての試みとなる、3つの団体が連携して実施するＰＲ活動です。私自身が数ヶ月をかけて綿密に計画を重ね、多くの皆さまからのご賛同とご協力を得て、このＰＲ活動を実現することができました。ご協力いただいた皆さまに心よりお礼申し上げます。

　11 月にも同様の活動を予定しているほか、来年にもいくつかのＰＲ活動を予定しており、これがきっかけとなって他の自治体へと活動の波が広がっていくことを期待しています。　あわら市や福井県の魅力を伝え、首都圏から多くのお客様に県内唯一の温泉地、芦原温泉へお越しいただけるよう、今後も活動を続けてまいります。

2023 年 10 月 20 日

青柳あつし
あわら市議会議員

あわら市をより豊かに！

　長い夏が終わり、秋の涼しさを感じるようになりました。皆さま、いかがお過ごしでしょうか。　9月の定例会では、縁結び推進事業や観光まちづくりビジョンの策定が可決されたほか、令和4年度の決算審査も行われました。一般質問では、新幹線開業後の行政政策の中心テーマである人口減少対策に関して、歳入に関する事項と、災害に備えたBCP（事業継続計画）について質問を行いました。

一見、関連しないように思えるこれら2つですが、計画立案とその運用方法によっては、我々の生活に大きな影響を与えます。手遅れになる前に、今から具体的な対策を考えなければならない問題です。
　今後も、あわら市で生活を営む市民の皆さまがより豊かに暮らせるよう、精一杯努力してまいります。引き続きよろしくお願いいたします。

市政報告 Vol.009　
ご挨拶

ＩＣＴ授業視察

湯かけ祭り

渋谷であわら市をＰＲ
新幹線開業に向け

2024 年 10 月 28 日

青柳あつし
あわら市議会議員

あわら市をより豊かに！

市政報告 Vol.013　
～ ごあいさつ ～  　長かった夏が終わり、秋の涼しさが感じられる季節となりました。皆さまはお変わりなくお過ごしでしょうか。　さて、9月の定例会では、学校給食費負担軽減事業や木造住宅耐震改修促進事業への予算が可決されました。また、令和 5年度の決算審査も実施されました。　一般質問では、私から空き家対策に加え、あわら市の賑わい創出や地域の行事・活動の把握に役立つ後援事業について取り上げ

ました。この 2つのテーマはいずれも、住民の皆さまや関係団体に深く関わっているテーマです。その取り組み方次第で、あわら市がさらに豊かなまちへと発展する可能性を秘めていると考えております。　今後も、市民の皆さまがより豊かで快適な生活を送れるよう、全力で取り組んでまいります。変わらぬご支援とご指導を、どうぞよろしくお願い申し上げます。

　令和 5 年度の決算審査が行われました。予算審査ももちろん重要ですが、決算審査はさらに大切だと感じています。決算は、行政が行った事業の成果を示す「成績表」とも言えるものです。その中で成果と課題をしっかりと見つけ出し、次の事業に活かしていかなければ、地域の発展は望めません。　審査を通じて、感心させられる点や指摘すべき事項が多くありました。あわら市のさらなる発展に向けて、市民の皆さんに寄り添う

充実した事業を進めるためには、今年度や来年度にどのような成果や課題を見つけられるかが重要です。特に、人口減少という大きな問題にどのように立ち向かうか。今の段階でしっかりと手を打たなければ、未来に間に合わなくなる恐れがあります。また、未来への投資をどのように行うかも、慎重に見極めなければならない重要な課題です。　みなさんと共に考えることで、より良い未来を共に築いていきましょう。

決算審査について

高市早苗先生と

2023 年 4月 1日

　東京ビッグサイ
ト

で行われた、ギフ
ト

&ダイニングショ
ー

であわら市の商
品をアピー

ルしてきました
。また、合

間を縫って東北
にお住まい

の個人・企業にお
伺いし、あわら市

を PRしてきまし
た。

　東北の方から見
れば、あわら市は

まだまだ認知され
ていないこ

とも多く、関東各
地に比べるとまだ

まだ遠い存在です
。しかし来年、

北陸新幹線が開業
すれば、その距離

はずっと近くなり
ます。あわ

ら市の存在が一人
でも多くの人に届

き、興味を持って
もらえれば

来県の機会になり
ます。

　今後もいろいろ
な機会を通じて、

あわら市を PRし
ていきたいと

思います。

青柳あつし
あわら市議会議員

あわら市をより豊
かに！

ご挨拶
　春光うららかな

季節を迎え、皆さ
まいかがお過ごし

でしょうか。春と
いえば変化の季節

。

入園・入学や入社
、引っ越しなどで

新たな生活が始ま
る方も多いこの時

期ですが、変化が
大

きいほど期待や不
安は高まるもので

す。それぞれの場
所で皆さまがご活

躍されることを心
か

らお祈りいたしま
す。私ごとではご

ざいますが、私の
娘も金津中学校に

進学し、新たな生
活

をスタートさせま
した。

　さて、3月定例
会では新年度予算

が可決されました
。新年度予算では

、学校給食の半額
負

担化をはじめ、重
層的支援制度によ

る福祉改革、企業
立地助成金の改定

などが盛り込まれ
、

内容や支援強化を
はじめとしたソフ

ト面での充実を図
っています。

　皆さまに、制度
の内容や使い方な

どをお伝えしてい
くことによって、

制度が更に利用さ
れ

やすい仕組みとな
るよう邁進してい

く所存です。皆さ
まのさらなるご支

援を、どうぞよろ
し

くお願い申し上げ
ます。

市政報告 Vol.007　

東北・関東
であわら市

を

であわら市の商
品をアピー

であわら市の商
品をアピー

　元日に発生した能登半島地震で亡くなられた方々に、心からの哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りいたします。また、被災された皆様に対して、深い同情とお見舞いを申し上げます。
　あわら市では、被害額 16 億円に上る甚大な損害が発生しました。幸い、死亡者は報告されていませんが、3名が負傷されたとのことです。しかし、物理的な損害を超えて、心に残る傷は老若男女問わず深く、不安を感じる方が多かったのは事実だと思います。

　そんな状況の中、「少しでもまちに活気をもたらし」「不安を少しでも軽減したい」という願いを込めて、「がんばろう北陸」と記されたのぼり旗を作成し、市内に掲示しました。この取り組みは、最初はわずかな人数から始まりましたが、商工会の支援を得て、次第に

事業へと発展しました。今では300本を超えるのぼり旗が、市内外で風になびいています。
　のぼり旗を掲げることで、地域のおじいちゃんやおばあちゃんをはじめ、多くの方からあたたかい声をいただきました。徐々にではありますが、まちに元気な声も戻ってきたように感じています。ご支援いただいた全国の皆さま、日々まっすぐに生きる地域の皆さまにはとても勇気づけられます。復興のシンボルであるのぼり旗は、同時に、全国や地域の皆さまへの感謝の気持ちも表しています。「人間は困難や逆境を乗り越えて成長する」――がんばろう、北陸。

2024 年 4月１0日

青柳あつし
あわら市議会議員

あわら市をより豊かに！

市政報告 Vol.011　
ご挨拶
　春光うららかな季節を迎え、皆さまいかがお過ごしでしょうか。春は変化の季節と言われます。入園・入学、新社会人としてのスタート、引っ越しなど、新たな生活が始まる方も多いこの時期。変化が大きければ大きいほど、期待や不安も高まることでしょう。それぞれの新しい場所で皆さまがご活躍されることを心からお祈り申し上げます。　あわら市にも大きな変化がありました。待望の北陸新幹線の延伸開業を迎え、観光や利便性の面で期待感がさらに高まっています。より賑わいを見せるあわら市を今後も持続的に

発展させるべく、全力を尽くしていく所存です。　さて、3月定例会において、新年度予算が可決されました。新年度予算では、「プレミアム付商品券」の夏季発行をはじめ、地域防災計画の見直し、公民館の改修による安全対策の強化、重層的支援制度を用いた子育てと福祉支援の充実、人口減少対策など、内容の充実と支援の強化を図っています。　皆さまに新設された制度の内容や利用方法をお伝えするとともに、制度がさらに利用しやすい仕組みとなるよう努めてまいります。今後とも皆さまの変わらぬご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

が
ん
ば
ろ
う
北
陸

湯巡権三 あわら市公式キャラクターカイリュウ（はねやすめ中？） ふくい応援ポケモン

卒業式

2025 年 3月 25 日

青柳あつし
あわら市議会議員

あわら市をより豊かに！

市政報告 Vol.015　
～ごあいさつ～
　草木が芽吹き、春の訪れを実感する季節となりました。皆さま、いかがお過ごしでしょうか。春は新たな始まりの季節───入園・入学、就職、転居など、環境の変化に期待と不安が入り混じる時期でもあります。それぞれの場での皆さまのご活躍を心より願っております。

　さて、3 月定例会では新年度予算が可決され、未来のあわら市を形づくるさまざまな事業が動き出します。特に 今年度策定予定の「総合振興計画」は、今後 10 年間の市の方針を決める重要な指針です。子育

て支援の充実、地域の活性化、高齢者が安心して暮らせる環境づくりなど、市民の皆さまの暮らしを豊かにする施策を進めてまいります。
　皆さまの声こそが、制度や施策をより使いやすく、頼れるものへと発展させていきます。市民の声を行政に、行政の指針を市民の皆さまにわかりやすく伝えていくことで、より豊かなまちづくりを目指してまいります。引き続き、ご意見やご提案をお寄せいただければ幸いです。　今後とも、どうぞよろしくお願い申し上げます。

　永平寺町議会の皆さまが、あわら市議会の DX（デジタルトランスフォーメーション）への取り組みを視察に訪れました。　あわら市議会では、タブレットの導入からはじ

まり、さらにその先のデジタル活用へと段階的にDX を進めています。今回はタブレット導入の経緯や現在の運用、さらなる活用の見込みについてご紹介しました。
　あわら市では、タブレットへの切り替え時期を明確に設定し、電源の入れ方から学ぶ 4 回の講習会を実施したことで、議員がスムーズにタブレットを活用できるようになりました。このような事例は、他の議会運営における DX にも活かすことができると考えています。　今後もデジタル技術を活かし、さらに業務効率化を進め、議会運営の質を高めてまいります。

永平寺町議会があわら市のDXを視察

出初式

芦原温泉リボーンプロジェクト

2023 年 1月 1日

　市役所内で、地
域通貨（特定の地

域のみで利用でき
る商品

券やポイントなど
）に関する講習会

を行いました。

　地域通貨を流通
させることによる

メリットは、住民
の皆様

への生活支援がよ
り早く、より効果

的に行えることが
挙げら

れます。その一方
で、使える人と使

えない人の差をど
う埋め

るかがポイントに
なります。マイナ

ンバーカードを活
用する

など、全ての皆様
が等しく恩恵を受

けられるような制
度設計

を行わなければな
りません。

　また、地域通貨
は導入することが

目的ではなく、い
かに流

通させるかが重要
であり、結果とし

て何がもたらされ
るのか

を考えなければな
りません。本格的

な議論が始まる前
に、十

分な準備を行いた
いと思います。

青柳あつし
あわら市議会議員

あわら市をより豊
かに！

皆様におかれまし
ては健やかに新年

をお迎えのことと
お慶び申し上げま

す。

旧年中は大変お世
話になりました。

　さて、昨年は三
世代がより安心し

て暮らせる街をテ
ーマに、教育と産

業の拡充を中心に
活

動をさせていただ
きました。また、

金津小学校のPT
A会長を拝命した

ことで、子ども達
の

笑顔を支えている
のは、地域のみな

さまの力が大きい
ことを強く実感い

たしました。

　新年は、これま
でのテーマである

｢三世代が安心し
て暮らせるあわら

市｣ を達成するた
め

にも、これまで以
上に皆様とお話さ

せていただき、今
起こっている課題

を自らの足で探し
て

いきたいと思いま
す。多くの方のお

話を伺うことで解
決策を見つけ、さ

らなるあわら市の
発

展に繋げる所存で
す。

　引き続き皆様の
温かいご支援ご協

力を賜りますよう
、どうぞよろしく

お願い申し上げま
す。

皆様におかれまし
ては健やかに新年

をお迎えのことと
お慶び申し上げま

す。

皆様におかれまし
ては健やかに新年

をお迎えのことと
お慶び申し上げま

す。

市政報告 Vol.006　

地域通貨に
関する先端講

習会

　あわら市が今後継続的に発展していくためには、
あわら市の知名度を高め、観光客やふるさと納税
を検討している方々にあわら市を選んでもらうこ
とが必要になってきます。観光による収益、また
ふるさと納税による歳入は、市民生活の支援に不
可欠なあわら市の経済基盤のひとつです。　そこで、関東地方を中心にあわら市の PR 活動
を積極的に行っています。新幹線の開業が間近に
迫り、北陸地方にスポットライトが当たっている
今は、あわら市の魅力を伝え広げる最大のチャン
スです。あわら市の経済基盤を強化し、市の発展
を支えるために、あわら市の営業マンとしての活
動を継続していきます。

2024 年１月１日

青柳あつし
あわら市議会議員

あわら市をより豊かに！

市政報告 Vol.010　
　昨年中は大変お世話になり、心から感謝申し上げます。
　また、皆様が健やかに新年を迎えられたことを、心よりお慶び申し上げます。

　昨年は、新幹線の開業準備に伴うPR活動や専門分野における先端講習を通

じて、さらなるあわら市の発展に努めました。また、「三世代が安心して暮ら

せるあわら市」を目指し、交通安全や中学生との新しいプログラム開発など

の取り組みも同時に進めてまいりました。　今年は、新幹線開業によって、あわら市がより多くの注目を集めることとなります。あわら

市の知名度向上のためのPR活動を加速させるとともに、「三世代が安心して暮らせるあわら市」

の達成に向けて、皆様とのさらなる対話を重ね、現地での課題解決に努めます。

　多くの方々の意見を伺い、解決策を見出し、あわら市がより暮らしやすいまちとなるよう一心

に励んでまいります。　今後とも、皆様の温かいご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

あわら市の知名度向上と経済発展への取り組み

2025 年 1月 1日

青柳あつし
あわら市議会議員

あわら市をより豊かに！

～新年のご挨拶～ 
　あけましておめでとうございます。　旧年中は格別のご支援を賜り、心より感謝申し上げます。また、皆さまが健やかに新年を迎えられましたことを、心よりお慶び申し上げます。

　昨年は、新幹線開業を契機とした地域活性化の取り組みや、人口減少といった課題への対応を中心に、議員として地域の声に耳を傾けながら活動してまいりました。「三世代が安心して暮らせるあわら市」を目指し、子どもたちの未来を育む活動や地域の新たな挑戦を支える取り組みを進める中で、

皆さまとの意見交換を通じて多くの学びと発見を得ることができました。　本年は、これまでの取り組みをさらに発展させるとともに、新幹線開業の効果を持続させるための新たな需要創出や、より多くの市民の皆さまが暮らしやすさを実感できる施策に力を注いでまいります。また、議員個人として「伝える」責任を一層意識し、活動内容や政策の進捗を分かりやすく発信することで、皆さまとの信頼関係を深めてまいります。　引き続き、多くのご意見を伺いながら、地域の未来をともに築いていきたいと思います。どうぞ本年も温かいご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

　あわら市で開催された子ども議会のYouTube配信が再生回数 9 万回を記録し、「子ども議会部門」において 動画再生回数 日本一 という大きな快挙を達成しました！夏休み期間中に行われたこの子ども議会は、全国の人々のあわら市と地方自治への関心を高める機会となりました。　この成功の裏には、議会事務局と共に行なってきた約 1 年間にわたる綿密な準備があります。今回はその努力が見事に実を結んだ形とな

りました。通常の議会動画は再生回数が 100 回前後という中で、9 万回という記録は、私たちの挑戦が多くの人々に届いた証です。　この場をお借りして、ご支援・ご尽力いただいたすべての方々に、心より感謝申し上げます。この成果は、皆さまのご協力あってこそのものです。今後も、未来を担う子どもたちの成長と挑戦を、温かく見守り応援していきたいと思います。

日本一に輝いたあわら市の子ども議会
日本一に輝いたあわら市の子ども議会
日本一に輝いたあわら市の子ども議会

市政報告 Vol.014　

議員研修

皆さまとの意見交換を通じて多くの学びと

皆さまとの意見交換を通じて多くの学びと

014　014　014　

● 地域振興券の発行（1号）
  「年末年始に使える支援があれば」という声から、
早期発行を提案。実現につながりました。

　▶ 「すぐ使える支援が経済を動かすと感じました。」
● 教育と ICT 化（2号）
  部活動の地域移行やタブレット学習を提案。現場
の混乱や保護者の不安に向き合いました。

　▶ 「学校の戸惑いの声を届けました。」
● 市内調達の推進（3号）
  「もっと地元で仕事を」との声から、市内業者優先
の調達を提案。

　▶ 「地元事業者の声に背中を押されました。」

2023 年 7月 15 日

　将来への取り
組みとして、「あ

わらの未来

地図」と題し、庁
舎内を中心に意見

交換活動

を展開しています
。

　活動の中では、
近い将来に向けた

提案や「昨

年と今年の DXの
違い」といったポ

イントに

重点を置いていま
す。今後どのよう

な産業や

分野でもますます
必要になってくる

のが、デジタル知
識や技術、そして

データの利活用で
す。自身の経験や

参加者の経験を共
有し、人を巻き込

みながら、アイデ
アを具現化できる

ような行動を考え
ています。

　正解も間違いも
ありません。個人

や地域の

抱える問題を明確
化し、最適な手法

で解決を

図ることで、街も
人もより豊かなあ

わら市が

実現すると信じて
います。今後もこ

のような

活動を継続し、発
展させていきたい

と思って

います。

青柳あつし
あわら市議会議員

あわら市をより豊
かに！

ご挨拶
　夏本番を迎え、

皆さまはいかが
お過

ごしでしょうか
。4月の台風上陸

や先

日の真夜中の大
雨など、過去に経

験し

たことのないよ
うな異常気象が

続くこ

の頃。これから本
格的な暑さもや

って

きます。熱中症に
はくれぐれもご

注意

ください。

　さて、6月定例
会では低所得者

世帯

支援給付金や不
妊治療費助成金

をはじ

めとした福祉の
充実と、各種事業

の強

化策が可決・成
立しました。ま

た、議

長として毛利純
雄新議長が選出

されま

した。
　今回の一般質問

では、「未来をつ
くる

投資」をテーマ
に、商工業と子ど

もの

居場所作りの提
案を行いました。

あわ

ら市を支える商
工業と未来を担

う子供

たち。未来のた
め、どちらにも

投資は

欠かせません。皆
さまのご意見や

ご支

援をいただきな
がら、地域の発展

のた

めに貢献してい
く所存です。3世

代が

より生活しやす
いあわら市を目

指し、

今後も全力で取り
組んでまいります

。

市政報告 Vol.008　

個人や地域の抱え
る問題を明確化

意見交換活動

2024 年 7月 15 日

青柳あつし
あわら市議会議員

あわら市をより豊かに！

市政報告 Vol.012　
～ ごあいさつ ～  　夏本番を迎え、皆さまいかがお過ごしでしょうか。
　梅雨入り前から暑い日が続き、これから本格的な暑さもやってきます。熱中症には十分ご注意ください。　さて、6月定例会では、コミュニティ助成金や地域防災向上支援をはじめとする地域づくりの充実と、各種事業の強化策が可決・成立しました。今回の一般質問では「民間との連携」をテーマに、これからの行政資産の運用とその活用による真の安定性に

ついて提案しました。　あわら市には aキューブをはじめとした誇るべき資産がたくさんあります。これらを有効に活用することで、皆さまの生活をさらに安定させることができます。皆さまのご意見やご支援をいただきながら施策を前に進め、地域の発展に貢献していきたいと考えています。
　より豊かで生活しやすいあわら市を目指し、今後も全力で取り組んでまいります。

　仲間 5人と共に、若手音楽家の育成を目指した新たな取り組みをはじめました。市内の施設を利用しながら、活気あふれる若

きあわら市民の音楽活動を支援し、新たな賑わいと文化を育てていきます。　あわら市の持つ豊かな環境でのびのびと若手音楽家の育成を続けていくことで、彼らやあわら市がより多くの方々に注目していただけるよう願っています。近隣の皆さんが楽しめる場所や交流の場としても、これから成長していきたいと考えています。

音楽家育成へ

この 4年間、地域の皆さまから寄せられた声をもとに、議会で提案を行ってきました。まちの未来
を少しずつ動かす、その歩みのご紹介です。

● 議場での活動まとめ
分　野 主な提案（市政報告号数）

地域経済 地域振興券の早期発行（1号）
企業誘致支援（11 号）
ふるさと納税 3.0 提案（9号）

教育・子育て 部活動地域移行（2号）
タブレット学習推進（2号）
デジタル教育格差の解消（11 号）

福祉・移動支援 デマンドタクシーの利便性向上（10号）
認知症予防の普及（14 号）

防災・減災 BCP 見直しと更新の提案（9号）
行政改革 EBPM導入（15 号）

行政施設の統廃合と資産共有化（12号）
デジタル化 スマホ教室提案（4号）

議会タブレット化（11・12 号）
SNS 発信（7号）

市民参加 空き家対策（13 号）
子どもの居場所づくり（8号）
子ども議会（14 号）

● スマホ教室の提案（4号）
  高齢者の「使い方を教えてほしい」という声から
実現へ。

　▶ 「教えてくれたら使えるに応えたかった。」
● ふるさと納税 3.0（9 号）
  「地元を応援したい」という声に応え、事業者支援
型の新たな制度を提案。

　▶ 「寄附がまちの力になる形を目指しました。」
● BCP（事業継続計画）見直し（9号）
  「災害時、行政はどう動くの？」という住民の声を
受け提案。制度整備が進んでいます。

　▶ 「 今からやるべきことをしっかりと。被災して
からでは手遅れです。」

● EBPM（証拠に基づく政策立案）の導入（15号）
  声を「聞きっぱなし」にせず、データとして政策へ。
持続可能なまちづくりの第一歩です。

　▶ 「 本当に反映されてる？という疑問のない政策
に向けて」



活動写真とともに振り返る４年間

https://a-aoyagi.com/青柳 篤始 aoyagisns

市民の皆さまとともに歩み、形にしてきた4年！
 ― 現場で聞き、動き、つないできた取り組み

● 関東・東北での継続的な PR活動
  あわら市の魅力を伝えるため、関東圏を中心に
PRを継続。東京都渋谷では、商工会・観光協会・
自治体等を巻き込んだ大規模なあわら市の PR イ
ベントを実現しました。

　▶ 「外に出ないと伝わらないという感覚を大切にしています。」
● 教育と地域をつなぐ活動
  PTA 活動や新しい学校 HP 作成の監修、子ども議会の実施を通じ、
子どもたちの声も市政に届く仕組みを整えました。

　▶ 「子どもも地域の主役という想いを形にしました。」
● 実証と挑戦の現場から
  高齢者向けスマホ教室や、地域通貨はぴコインの導入など、市民参
加型の試みを重ねてきました。

　▶ 「やってみようを後押しするのが私の役割です。」
● 健康・防災・福祉への連携
  全国初となる民間連携の熱中症対策や、能登半島地震の復興支援に
も参加。行政だけでなく、多様な協働が必要と実感しました。

　▶ 「現地で汗をかくことで、見えるものがあります。」
● 議会の仕組みづくりにも貢献
  議会評価モデル、緊急対応マニュアル、オンライン運営の整備など、
見えにくい部分から議会の土台を強化しました。

　▶  「いざという時にも機能する議会を目指し、改革を進めています。」

「聞く、伝える、動かす。」
これからも、皆さまの声を受け止め、
現場に立ち、仕組みを動かす。その姿
勢を変えずに、歩みを続けていきます。

議会の外でも、地域の現場に足を運び、市民の皆さまとともに課題を見つけ、行動してきました。
ここでは、その歩みの一部をご紹介します。

● 市民との取り組みまとめ
分　類 主な活動内容

PR・誘致 関東～東北での継続PR活動、渋谷での大規模イベント開催
教育・地域 金津小PTA会長、学校HP統一監修、こども議会の実施
実証実験 スマホ教室、はぴコイン活用など住民参加型の試み
健康・福祉 熱中症予防（商工会＋企業連携）全国初のモデル構築
国際交流 文化の輸出・交流、海外との地域連携の構築
DX推進 AI 講習・DX講師、議会タブレット導入・情報発信支援
防災 能登復興支援への現地参加、BCP提案の下支え
経済活性 あわらサンドボックス設立、地域内経済循環の試行
議会改革 評価モデル、緊急対応・オンラインマニュアル整備
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想 い

地域の声に支えられて。これからも変わらぬ姿勢で。
　この 4年間の変化でいちばん印象的なのは、なんといっても住民の皆さまから声をかけ
てもらえるようになったことです。
　たとえば市政報告を配っているとき。気づけば「いつも見てるよ」「頑張ってるね」と、
笑顔で声をかけてくださる方が増えました。その何気ない一言が、私の背中を何度も押し
てくれたことは間違いありません。皆さまの小さなお声かけが、私にとって何よりの原動
力となっています。

　「聞くこと」「伝えること」――このふたつは、これからも決
して変えることなく、私が大切にしたいことです。どれだけ時
代や仕組みが変わっても、まちの問題は現場にある。だから私
は歩き、耳を傾け、言葉を届け続けたいのです。
　特に子どもたちとの関わりには、思い入れがあります。私に
も子どもがおり、我が子を育てながら、地域の教育環境を見つ
める機会も多くありました。
　こども議会では、1年がかりで準備を重ね、動画再生数で全国
一位を記録するという、想像以上の反響をいただきました。「子
どもにもまちを動かす力がある」――そう実感できた瞬間でした。

地域の声が、まちを動かし、未来をつくる。
　その確信とともに、これからも私は歩みを止めず、皆さまの声に耳を傾け、また、皆さ
まに市政を伝え続けてまいります。

なぜ、市政報告を続けているのか
　議会ごとにお届けしている市政報告は、今回で通算 16号となりました。
　歩いて配っていると、「いつもありがとう」「読んでますよ」と声をかけていただけるこ
とが増え、本当に励みになっております。
　最近、“歩いて配ることで、届く言葉がある ” と、より強く実感するようになりました。
情報はインターネットで簡単に見られる時代となりましたが、紙には読んだ人の印象に残
る強さがあります。冊子を手に取って
いただき、市政を身近に感じていただ
くことで、皆さまの声も議会に届きや
すくなります。
　これからも、市政を皆さまにお伝え
し、また皆さまの声を市政に届けるた
めに、市政報告を発行し続けてまいり
ます。

みなさんのご意見をお聞かせください。

メール・FAXは 24 時間受付
mail：atsushi@a-aoyagi.com
ＦＡＸ：0776-73-5539
ＴＥＬ：0776-73-0313

市政
よろず
相談室

●地域のお悩み
●子育て支援 ●地域活性化
●人口減少


